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1 はじめに
現在，一般的である統計的対話モデルを用いた対話

システムを設計する際，学習するための対話事例を収

集する必要がある．この学習事例収集にはWizard of

Oz（WOZ）法が広く使われている [1]．WOZ法とは，

システムに扮した人（ウィザード）がシステムの代わ

りに発話を行うことによって，あたかもシステムが存

在しているかのように見せかける対話シミュレーショ

ン手法である．しかし，ウィザードが発話を生成する負

担が大きいことが問題となる．本稿では目的とする対

話タスク以外のタスクにおける対話事例を流用し（可

搬コーパス）WOZ法において，ウィザードに可搬コー

パスからシステムの発話候補を提示し，ウィザードの

負担を軽減する手法を提案する．WOZ法において可

搬コーパスから発話候補を提示した場合と発話候補を

提示しない場合で，ウィザードの負担に違いがあるか

を比較する．

2 発話コーパス
2.1 目標コーパス

　WOZを行うタスクは LAST MINUTEタスク [2]

である．夏季休業中に突然旅行に行く事になり，数十

分程で迎えのタクシーが到着するという状況でシステ

ムと対話しながらカテゴリ毎に分けられている荷物を

旅行かばんに詰め，制限時間内に荷造りを行うタスク

である．WOZ法を用いて LAST MINUTEタスクを

遂行した際の 3対話を収集したものが存在し，それを

目標コーパスとして利用する．このコーパスでのシス

テムの発話は，ほぼ「次のカテゴリに進む」等のタス

クを進行する発話である．

2.2 可搬コーパス

可搬コーパスは目的の対話タスク以外の対話コーパ

ス (原コーパス)からドメイン知識等を除去することで
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構築される. 本稿では京都観光案内対話コーパス [3]を

原コーパスとする.京都観光案内対話コーパスは,京都

観光案内のエキスパートガイドが模擬旅行者に対して

京都市内一日観光の計画立案を行う 2者の対話を記録

したものである.どこを訪れるかや，交通手段を決める

対話などが含まれている.京都観光案内対話コーパスは

300～700 発話からなる 100対話（計 42673発話）が

収録されている．この原コーパスから名詞と数詞を含

む発話を除外し，5868発話を可搬コーパスとする．

3 対話システム
3.1 対話システムの動作

統計的対話システムは対話コーパスから対話の流れ

等を機械学習によりモデル化し，システムの発話を決

定する．WOZでは通常ウィザードがシステム発話を

入力するが，負担を軽減するために候補から発話を選

択させる．ウィザードに対する発話候補提示を学習済

みモデルにより行う．対話のある時点におけるそれま

でのユーザとシステムの発話履歴を文脈とし,式 (1)で

表す.

c = {u1, u2, · · · , ui} (1)

式 (1)における各要素は文脈 cに出現した発話を表し

ており, u1 が文脈の最初の発話を表し, ui が文脈の最

後の発話を表す.このあとに続く発話を uj として,式

(2)で表すコーパス Ac から選択する.

Ac = {ac1, ac2, · · · , ac|Ac|} (2)

Ac には適切な発話とそうでない発話が混在しており,

この中から cに対して適切な発話 ai を複数選択し,ウィ

ザードに候補として提示する.

3.2 対話システムの学習

　 ListNetは順位のリストを確率分布で表現し,学習

データとモデルの分布間の距離を最小化することで順

位付けの学習を行う [4]. ListNet による対話システム

の学習には文脈と,それに対する適切さに応じたスコ

アが付与された発話候補が必要である.ある発話が「自

然である」「不自然であるが意味は通る」「不自然であ
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る」という評価それぞれを 2 点,1 点,0 点としてスコア

付けする [5].学習データの作成は以下の手順で行う.

(1) 目標コーパス中の文脈を入力する.　

(2) 可搬コーパスからランダムに 10発話を抽出し,入

力された文脈に対する適切さを設計者が評価する.

「自然である」と評価されたものがあれば終了する．

(3) 適切な発話が存在しなければ（2）を k回実施する.

(2)で評価された発話集合 Ãcとその文脈 cを 1データ

とする.つまり,実験で使用する学習データには,各文脈

に対する 10個以上の発話候補と，その点数からなる．

また，必ず 1個以上の発話に 2点が付与される.

4 実験
4.1 システム

実験に用いる対話システムはユーザ入力部，ウィザー

ド入力部，発話候補提示部，タスク進行補助部で構成さ

れる．ユーザ入力部とウィザード入力部で対話を行う．

発話候補提示部はウィザード入力部に対して発話候補

を提示し，タスク進行補助部はタスクの進行時間に応

じてウィザードにタスクを進行する発話を提示する．

4.2 実験条件

　評価実験として LAST MINUTEタスクをWOZ

形式で行う．タスクの進行はシステムが補助を行い，

ウィザードとユーザはタスクの範囲内で自由に対話を

行う．ウィザード役は情報科学を専攻する学生 10名が

行い，ユーザは固定する．ウィザードにはタスクの進

行に必要な情報を伝え，ユーザとの対話を行わせる．

　ウィザードが発話を行う際にシステムは可搬コーパ

スから 5発話を学習済みの対話モデルに基づき発話候

補として提示し，その中に適切な発話があればウィザー

ドはその発話をシステム発話として選択する．適切な

発話がない場合，ウィザードは自分で発話を入力する．

制限時間に達した時，又はタスク完了時に終了する．

4.3 予備実験結果

システムから 2点が付与された発話候補が提示され

た時に必ずそれを選択する合理的ウィザードを仮定す

る．4.1で作成したデータのうち 1つをテストデータ，

残りを訓練データとする交差検定を行った．システム

により提示された 5発話の中に選択可能な発話の出現

率は 0.5であった．つまり，Ac全体でなく，スコアを

付与した Ãc から選ぶ場合においては，ウィザードの

発話の 2回に 1回は入力を省くことができるといえる．

5 おわりに
対話事例収集の際のWOZ法においてウィザードの

発話入力の負担を軽減するための発話候補を，可搬コー

パスから提示する手法を提案した．理想的なウィザー

ドに対しては半数の発話に対して候補を提示できるこ

とがわかった．今後，実際のウィザードによる主観評

価を行っていく．
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